
さまざまな分野で“がんばる”長崎市民をご紹介! !
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働き盛りの長崎人をクローズアップ! !

　大阪出身の山下さん。結婚して
３人のお子さんを育てながら、し
ばらく大阪で暮らし、44歳で夫の
出身地である長崎に引っ越して
きました。
　ボランティアの原点は、大阪に
いた時、小学生の息子さんとボー

イスカウト活動に参加したことだとか。14年間活動を続け
て、多くの人と知り合う楽しみを知ったそうです。
　その後、子育てや仕事が一段
落した65歳の時、「自分のため
に人生を楽しもう！いろんな人と
知り合いになろう」とボランティ
ア活動を始め、７1歳でねんりん
サポーターになりました。
　活動内容は、大好きなねんり
んピック応援団団長の「がんばくん」、チアリーダーの「らん
ばちゃん」とイベント会場に出向き、ＰＲを行うことです。
　「開催まであと4カ月ですが、まだまだ知られていないのが
残念」と話す山下さん。「大勢の人に浸透させ、大会を盛り上
げ、成功させたい」と力強く話してくださいました！

「ねんりんピック長崎の唄」
にのってダンスを行いＰＲ

もちつき大会で力いっぱ
いＰＲ（左側が山下さん）

ねんりんピック（全国健康福祉祭）とは、60歳以上のか
たを中心とした健康と福祉の祭典です。今回、長崎県で初
めて開催（10 月 15 日～ 18 日）され、長崎市内ではソ
フトテニス、ゴルフ、グラウンド・ゴルフ、水泳、健康マー
ジャンの交流大会や、さまざまなイベントが行われます。

「元気のひけつは人との出会いを楽しむこと！」と
話す山下さん。ボランティアとしてねんりんピック
をＰＲし、長崎を盛り上げています！

ねんりんピック応援団
「ねんりんサポーター」 山下 鏡子 さん今月のmaker

　学生の頃は別の業
種に就職することも考
えていましたが、毎日、
家族や社員のために
一生懸命に働いてい
る父親の姿を見て、こ
の製作所を継ぐことを
決心。 県外の企業で
修行の末、7 年前か
ら勤務しています。

　我が社は、時代のニーズに応える多様な製品を常に提
供し、お客様に信頼される物作
りを目指しています。そのため
には、社員がそれぞれ責任を
もって役割を全うし、努力・躍
進していく必要があります。
　私の仕事は、根幹となる社
員一人ひとりの考え方や個性
を把握し、コミュニケーション
をとりながら、働きやすい環境
づくりをすることだと考えています。いろいろな考え方が
あるので、日々自分も勉強しています。

　
　常に相手の立場に立った真

まこと

の熱意 ( 積極的な思いやり
の精神）を忘れることなく、
生まれ育った大好きな長崎
で「機械部品加工メーカー
といえば岸川製作所」と
言ってもらえるよう、社員
みんなで長崎ナンバーワン
を目指します。

創業 1966 年。長崎市を拠点
にステンレスやアルミの精密板
金、鋼板加工などを幅広く手
がけている機械部品加工メー
カー。 跡継ぎとして現在総務
部で勤務する岸川さんを紹介。

有限会社　岸川製作所
岸川　海

ひ ろ し

志　さん

Q1.この製作所で働くきっかけは？

Q2.どんな思いで仕事をしていますか？

Q3. 今後の目標は何ですか？

社内には高度な加工機械が
たくさんあります

5年前の創業30周年社員旅行

製作所の総務・人事を一手に担っています
　「長崎キラリ☆カンパニー」
 長崎のキラリ輝く地場企業を長崎ケーブルメディアの
 「なんでんカフェ」毎月第２火曜日の番組で紹介して
 います。動画投稿サイトでも公開中です。 動画ＱＲコード
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